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今までありがとう、大好きな保育所
山田保育所・石川保育所閉所式 　３月 22 日、山田保育所と石川保育所で閉所式を執り行い、園児や保護者、地域の皆さんが大好き

な保育所との別れを惜しみました。両保育所は４月から山田保育所園舎に集約され、３月末をもって
70年を超える歴史に幕を下ろしました。

　
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
開
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し

た
石
川
保
育
所
。
こ
の
間
、
２
０
１
７

人
（
令
和
５
年
度
卒
園
ま
で
）
の
子
ど

も
た
ち
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
閉
所
式
に
は
在
園
児
や
保
護
者
、
地

域
の
方
々
、
歴
代
の
所
長
ら
が
出
席
。

平ひ
ら
い
け池

所
長
の
閉
所
の
こ
と
ば
に
続
い

て
、
園
児
た
ち
の
あ
り
が
と
う
の
こ
と

ば
と
歌
が
園
舎
に
響
き
渡
る
と
、
別
れ
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惜
し
み
涙
を
見
せ
る
出
席
者
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

地
域
に
温
か
く

見
守
ら
れ
て
き
た
保
育
所

　
現
園
舎
は
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年

に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
は
、
同

敷
地
と
そ
の
周
辺
地
に
野
田
川
地
域
の

こ
ど
も
園
新
園
舎
を
建
設
す
る
た
め
、

取
り
壊
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　
閉
所
式
後
に
は
、
保
護
者
会
に
よ
る

「
写
真
撮
影
」「
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
づ
く

り
」「
宝
探
し
ゲ
ー
ム
」
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

みんなで園庭で遊んだり、うたを歌って楽しかったよ。
みんなの心の中には楽しい思い出がいっぱいあります。
石川保育所がなくなるのは寂しいけど、みんなで作った
思い出は宝物です。※ 一部抜粋

①／撮影用ドローンに向かって手を振る園児と保
　　護者の皆さん
②／シャボン玉で遊ぶ園児たち
③／保育所に保管されている懐かしいアルバム
④／アルバムを見て当時を懐かしむ

①

②

④

③

　

１
９
５
４
（
昭
和
29
）

年
に
開
所
し
た
山
田
保
育

所
。
こ
の
間
、
２
０
２
３

人
（
令
和
５
年
度
卒
園
ま

で
）
の
子
ど
も
た
ち
を
送

り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
７
９
（
昭
和
54
）

年
、
現
在
の
場
所
に
園
舎

を
新
築
。
園
舎
の
す
ぐ
側

を
列
車
が
通
り
「
駅
の
あ

る
ま
ち
」
の
保
育
所
と
し

て
、
与
謝
野
駅
ホ
ー
ム
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
植

え
付
け
な
ど
、
駅
と
の
交

流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
閉
所
式
に
は
、
在
園
児

や
保
護
者
、地
域
の
方
々
、

歴
代
の
所
長
ら
が
出
席
。

堀ほ
り
ぐ
ち口
所
長
の
閉
所
の
こ
と

ば
に
続
い
て
、
園
児
た
ち

は
あ
り
が
と
う
の
こ
と
ば

と
歌
の
合
唱
で
、
山
田
保

育
所
に
感
謝
の
気
持
ち
を

届
け
ま
し
た
。

　

山
田
保
育
所
園
舎
は
、

４
月
か
ら
石
川
保
育
所
を

列
車
が
通
る

保
育
所

⑤／京都丹後鉄道・与謝野
駅ホームにチューリプ球
根を植え付ける園児たち

（2022 年 10 月撮影）
⑥⑦／元気よくありがとう
のことばと歌を合唱する園
児たち

山田保育所でみんなに出会い、たくさんの友達ができました。
列車が通る山田保育所。楽しい思い出がいっぱいの山田保育所。
これからもたくさんの思い出を大切にして、大きくなりたいと
思います。※ 一部抜粋

問　子育て応援課 ☎ 43-9024

集
約
し
て
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
「
の
だ
が
わ

第
２
こ
ど
も
園
」
と
し
て

新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
す
。

⑦

⑤⑥
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まちの  話題話題 お届けします

　丹後の森や木材の魅力を伝える「第
２回丹後 W

ウ ッ ド

OOD F
フ ェ ス テ ィ バ ル

ESTIVAL（主催
／京都府）」が阿蘇シーサイドパークで開催さ
れ、雨天の中でしたが多くの親子連れが木の大
切さなどを学びました。
　会場には木工体験や木製製品販売、飲食販売
など約 30 ブースが出店。子どもたちは京都府
内産の木材を使ったミニ家屋を組み立てたり、
木のおおもちゃで遊んだりなど、目を輝かせな
がら各ブースを回っていました。

16
3　重要伝統的建造物群保存地区ちりめ

ん街道において、街道沿いの家々に飾
られたおひな様を巡る「ひなめぐり」が開催さ
れ、多くの来場者でにぎわいました。
　春の恒例となった本イベント。３月１日、２
日にはおひな様を巡るスタンプラリーのほか、
飲食店や物販、体験などが楽しめる「街道市」
が行われ、来場者らは会場マップを手に風情残
る町並みとおひな様、おいしい食を楽しんでい
ました。

旧尾藤家住宅に飾られたおひな様を見学する来場者

● ちりめん街道「ひなめぐり」
趣きあるおひな様を楽しむ

1
3

　与謝野町内の小学生 21 人が所
属している「与謝野ミニバスケッ
トボールクラブ（女子チーム）」。
同クラブはオール京都選抜で活
躍する選手が在籍するなど、京都
府内でも強豪チームとして知られてい
ます。ヘッドコーチの嶋

し ま も と

本美
み ほ こ

穂子さんは
チームの特徴を「バランスが取れた、守り
からリズムを作るチーム」と話します。
　昨年 12 月の京都府大会では、準決勝で優勝
を収めた宇治ミニバスケットボールクラブに１
点差で敗れるも敢闘賞を獲得し、３年ぶりに近
畿大会の出場権を手にしました。３年前はコロ
ナ禍で中止となり、初出場となった近畿大会。
２府４県から 18 チームが出場し、初日のリー
グ戦を１勝１敗、２日目の順位決定に勝利し、
大会を終えました。
　キャプテンの吉

よ し お か

岡凜
り り か

々花さん（石川小６年）
は「２勝１敗でリーグ優勝は逃しましたが、レ
ベルの高いチームと対戦ができ、とても良い
経験になりまし
た」と大会を振
り返ってくれま
した。
　今後のチーム
の活躍にご注目
ください！

近畿大会出場に向けて表敬訪問に訪れた与謝野ミニバスケットボール
クラブ女子チームの皆さん（２月 19 日撮影）

河口付近のカキ殻を取り除く参加者たち

● カキ殻拾う DAY
みんなで阿蘇海をきれいに

　特定非営利活動法人国際ボランティ
ア学生協会（I

イ ビ ュ ー サ

VUSA）と阿蘇海環境
づくり協働会議による「みんなでカキ殻拾う
Day」が、阿蘇海沿岸で実施されました。
　晴天のもと、ボランティア学生・地元団体関
係者約 70 人が参加し、堆積するカキ殻約 2.9
トンを回収。回収したカキ殻はごみとして捨て
るのではなく農地に散布するなど、山・川・海
が連なる与謝野町で回収したものを大地に還元
する「自然循環」の取り組みとなりました。

1
3

　与謝野町の環境保全や地球温暖化防
止対策の一環として、一緒に楽しく交

流しながら環境を考える啓発イベント「よさの
環境みらい 2025（主催／よさの百年の暮らし
委員会）」が野田川わーくぱるにおいて開催さ
れ、約 500 人の来場者でにぎわいました。
　会場では、エコ遊びやソーラートレイン、環
境 VR 体験、リユース品の提供、各種ブースな
どが出展。各ブースを回り楽しむ様子や笑顔が
見られ、環境問題を考える機会となりました。

ミニ家屋の組み立て体験の様子

● 第２回丹後 WOOD FESTIVAL
地元の木材に触れる

エコおもちゃ（手回し発電）を体験する子ども

● よさの環境みらい 2025
自分たちにできることを考える

9
3

白熱した試合を繰り広げた近畿大会
（写真：同クラブ提供）

スポーツ・芸術で活躍するよさの人たち 2025
― Vol.01　―

第 49 回近畿ミニバスケットボール交歓大会 出場
3/1・2 グリーンアリーナ神戸（兵庫県）

与謝野
ミニバスケットボールクラブ

女子チーム

　絵本作家さいとうしのぶさんの絵本
ライブ「うたっておどってたのしいえ

ほん」が生涯学習センター知遊館で開催され、
親子連れなど約 60 人が参加しました。
　「しりとりしましょう！」「あっちゃんあがつ
く」など、楽しい絵本を描かれているさいとう
さん。自作絵本の読み聞かせや手遊び、紙芝居
の実演のほか、ときには親子のスキンシップが
とれるわらべ歌などの実演もあり、参加者らは
絵本の世界を楽しんでいました。

紙芝居を読むさいとうさん（中央）

● 絵本作家さいとうしのぶさん講演会
大人も子どもも楽しんだ絵本の世界

16
3 　春の陽気のもと、京都丹後鉄道の与

謝野駅前広場において「ヨサノガーデ
ンフェス」が開催され、約 700 人の来場者で
にぎわいました。
　今回で３回目となる同イベント。広場にはキ
チンカーや地元の食が楽しめる飲食ブース、食
べる桜をつかったお菓子ニュースポーツ「モ
ルック」体験などが集結。また、駅ホームでは
特急列車「丹後の海」が解放され、写真を撮っ
たり車内で食事を楽しむ姿が見られました。

22
3

物販ブースなどが出店し多くの来場者でにぎわう与謝野駅前広場

● ヨサノガーデンフェス - よさのさくらまつり -
駅開業 100 周年へ高まる気運
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雑がみ保管袋

「新たなごみの出し方」
として取り組むのか？

Q. 

従来からある出し方です
紙袋に雑がみを入れてごみステーションに出す
方法は従来からある方法です。雑がみの再資源
化への啓発のために実施しています。

A. 

２月下旬から各ご家庭にお配りしている雑がみ保管袋について、よくある
お問い合わせ内容をまとめましたので参考にしていただき、雑がみの再資
源化にご理解とご協力をお願いします。 問　農林環境課 ☎ 43-9023

可燃ごみに混ざっている
雑がみの資源化へ

この事業の目的は？Q. 
再資源化への啓発です

可燃ごみ（黄色）袋で出されて
いるリサイクルできる雑がみを
資源化するべく、啓発のために
お配りしています。

A. 

雑がみ保管袋の中袋は
配られないのですか？

Q. 

配布しません
今回お配りするのは雑がみ保管袋
のみです。中袋は各ご家庭にある
紙製の袋をご活用ください。

A. 

雨の日や風の強い日に
出してもいいの？

Q. 

構いません
出していただいても構いません
が、紙袋の中身が道路などに散乱
しないように注意が必要です。

A. 

分別しているが、
今さら必要なのか？

Q. 

ごみ処理経費削減につながる
改めて「分別」「資源化」に目を向けていただ
きごみの総量を減らして、ごみ処理経費を削減
することができると考えています。

A. 

＆A Q 

紙箱などの紙製容器包
装はどうするのか？

Q. 

資源ごみ袋で出してください
紙マークがついている紙製容器包
装は、資源ごみ袋（紫色）で出し
ていただくので問題ありません。

A. 

宮津与謝環境組合
～ 組合２月議会の結果のお知らせ ～

　宮津与謝環境組合（以下、組合）は、１市２町（宮
津市、伊根町、与謝野町）から排出されるごみを、「宮
津与謝クリーンセンター」で、できるかぎりの資源
化と減量化を図りながら、ごみ処理を行っています。
今後も安定したごみ処理を継続していきます。
　組合では、２月 18 日に「令和７年第１回宮津与
謝環境組合議会」を開催し、提出した６議案が同意・
可決されましたのでお知らせします。

▲ 宮津与謝クリーンセンター
令和２年４月から処理対象ごみの全量受け入れを開始。
メタンガス化施設を併設しており、ごみから発生したメ
タンガスを使用して発電することにより、温室効果ガス
の削減に寄与しています。

Close Up　－ クローズアップ －

提出議案の同意・可決状況1

監査委員の選任について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…… 同意
公平委員会委員の選任について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…… 同意
宮津与謝環境組合議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について　…… 可決
宮津与謝環境組合個人情報保護法施行条例の一部改正について　　　　　　…… 可決
令和６年度宮津与謝環境組合一般会計補正予算（第１号）について　　　　…… 可決
令和７年度宮津与謝環境組合一般会計予算について　　　　　　　　　　　…… 可決

●

●

●

●

●

●

令和７年度一般会計予算額2 令和６年度から約 8,500 万円の増加

詳細を
チェック！ 

歳入・歳出総額 6 8,077億 万円

宮津市分担金
２億 9,013 万円

歳入

伊根町分担金
2,913 万円

与謝野町分担金
２億 6,151 万円

使用料および
手数料

1,800 万円

諸収入
8,100 万円

繰越金
100 万円

※ 令和６年度から
※ 3,182 万円の増加

自治体名 令和７年度ごみ量割
（令和６年度ごみ量割）

宮津市 0.49956 （0.48832）
伊根町 0.05016（0.04889）
与謝野町 0.45028（0.46279）

分担金の
算出根拠

歳出項目 令和７年度
予算額 増減 備考

議会費 17 0

総務費 4,414 144 人件費、施設管理経費 など

衛生費 63,325 8,402
運営委託料（61,498 万円／
令和６年度 52,948 万円） 、
モニタリング委員報酬 など

公債費 20 0

予備費 300 0

合計 68,077 8,547

歳出の内訳

※ 万円未満を切り捨てているため、合計が一致しない場合があります

（単位：万円）

お問い合わせ先

宮津与謝環境組合事務局
☎ 46-2111

ホームページからもご覧いただけます ▶
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がんばってます！消防団 編集 ● 第 10 分団　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ（新アドレス） ▶

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

おはなし会を開催します
【野田川分室】４月 26 日（土）午前 10 時 30 分～
【本 館】５月 10 日（土）午前 10 時 30 分～
【加 悦 分 室】５月 10 日（土）午前 10 時 30 分～

～ 読み聞かせボランティアの皆さんが、～ 読み聞かせボランティアの皆さんが、
～～  楽しいお話をしてくれます ～楽しいお話をしてくれます ～

４月23日～５月12日は「子ども読書週間」
です。今月は新学期のこの時期におすすめし
たい子どもの本を紹介します。

新学期をむかえて

今日は
午前８
時まで
に学校
に行か
ないと
いけな

『小学生になったら図鑑』 『願いがかなう！「夢ノート」のすすめ』
長谷川康男／ポプラ社

この春から
小学1年生
というお子
さん、小学
校にはもう
慣れました
か？　これ
から６年間

中山庸子／ ＰＨＰ研究所

あなたには
「なりたい
自分」があ
りますか？
この本は、
「もっとス
テキ」な自
分になるた

『がっこうにまにあわない』
ザ・キャビンカンパニー／あかね書房

い日なのに、寝坊してしまった
男の子が家を飛び出したのは７
時47分。走る彼の行く手には、
次々と邪魔するものが現れます。
果たして学校に間に合うのか？

通う小学校での生活をより楽しく
安全に過ごすために、役に立つこ
とが写真やイラストで分かりやす
く書いてある１冊。

めに、夢や好きなこと、すてきな
言葉などの「夢のタネ」を書き出
した「夢ノート」の作り方・使い
方を紹介した１冊。

　　　 ●『日本史と地理は同時
に学べ！』宇野仙／SBクリエイ
ティブ ●『農家が教える酒つく

り』農文協／農山漁村文化協会 ●『抗がん
剤を使わなかった夫』倉田真由美／古書みつ
け ●『桜が散っても』森沢明夫／幻冬舎
児童書 ●『絵本はたらく細胞』清水茜／講談
社 ●『こどもプログラミング』たにぐちま
こと／カンゼン ●『かいぞくオネション』
山下明生／偕成社

今月の
新着図書

一般書 音読の会に参加してみませんか？

４月19日（土）午後２時30分～
※ 約１時間程度（休憩あり）
中央公民館
10人（要申し込み、先着順）
※ 参加を希望する方
は、野田川分室まで
申し込みをお願いし
ます

● 日時

● 会場
● 定員

たき火・野焼きによるたき火・野焼きによる
火災を起こさない！火災を起こさない！
春は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなるととも
に、強風により、広範囲に燃え広がり大規模火災に
発展する恐れがあります。風の強い日や乾燥してい
る日は、たき火や野焼きをしないようにしましょう。

たき火・野焼きの火災を防ぐために 
● 焼却中はその場を監視し離れない、その場を離れるときは必ず消火する
● 水バケツや消火器などを準備しておく
● 気象状況に注意して、風の強い日や乾燥している日は行わない
● 事前に消防署に届出書を提出する（日程や場所などの連絡）

たき火・野焼きとは？

たき火・野焼きは
原則禁止 されています

一般ごみを野外で焼却、基準に合わない焼却炉で燃やす
ことは 法律でも罰則 があります。

５年以下の懲役、1,000万円以下の罰金（法人は３億円以下）

※ 例外的に、農業などを営む上で必要最低限の枯草や枯葉など（一般ごみを除く）の焼却は例外的に認められ
ていますが、この場合であってもみだりに焼却せず、近隣に迷惑とならないよう配慮をお願いします

畑などの枯草や枯葉を集めて焼くなどの
焼却行為をいいます。
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A LT リレーコラム  　［第 144 回　皮肉  by ランフリード・ブルック・アレクシス］

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
江

陽
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ブ

ル
ッ
ク
で
す
。

　
４
月
に
は
私
の
大
好
き
な
ア
メ
リ

カ
の
祝
日
「
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
」

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と

お
り
、
こ
の
日
は
ど
ん
な
冗
談
を

言
っ
て
も
よ
い
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

ひ
ど
い
冗
談
を
言
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
体
調
不
良
の
ふ
り
を

し
て
職
場
に
休
み
の
連
絡
を
入
れ
た

後
、
時
間
通
り
に
出
社
し
て
「
エ
イ

プ
リ
ル
フ
ー
ル
！
」
と
叫
び
ま
す
。

こ
の
冗
談
は
誰
に
と
っ
て
も
良
い
こ

と
は
な
い
し
、
お
も
し
ろ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
冗
談
を
言
う
と
き
、
時
に
は

「
皮
肉
」
も
必
要
な
の
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
文
化
の
中
に
は
、
皮
肉

が
日
常
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
皮
肉

の
使
い
方
を
知
っ
て
お
か
な
い
と
混

乱
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

※ 

英
語
で
い
う
皮
肉
（sarcasm

）

は
、「
実
際
と
は
真
逆
の
こ
と
を
言
っ

て
ふ
ざ
け
る
」
の
よ
う
な
意
味
で
使

わ
れ
ま
す

　
例
え
ば
、
大
雨
の
中
傘
を
持
た
ず

に
出
勤
す
る
と
、
職
場
に
着
く
こ
ろ

に
は
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

こ
で
、
出
社
し
た
と
き
に
「
今
日
は

本
当
に
い
い
天
気
で
す
ね
」
と
皮
肉

を
言
い
ま
す
。
ず
ぶ
濡
れ
で
出
勤
す

る
私
を
見
て
、
誰
か
が
大
丈
夫
か
？

と
尋
ね
た
ら
、「
夢
の
よ
う
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
！
」
と
、
ま
た

皮
肉
で
答
え
る
の
で
す
。

　
こ
こ
で
、
私
が
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー

ル
と
皮
肉
に
つ
い
て
の
あ
る
体
験
を

紹
介
し
ま
す
。
私
の
大
学
が
あ
っ
た

モ
ン
タ
ナ
州
の
夏
は
、
暑
い
こ
と
で

有
名
で
す
。
私
の
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
夏
に
な
る
と
シ
カ
が
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
ち
こ
ち
を
歩
き
回
っ
て

お
り
、
学
生
た
ち
が
食
べ
物
を
持
っ

て
い
る
と
つ
い
て
き
ま
し
た
。
あ

皆

る
暑
い
日
、
私
は

父
と
一
緒
に
荷
物

を
古
い
寮
か
ら
新

し
い
寮
ま
で
運
ん

で
い
ま
し
た
。
私

た
ち
が
寮
と
寮
を

行
っ
た
り
来
た
り

し
て
数
時
間
経
つ

と
、
私
た
ち
が
入

ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
寮
の
外
に

は
、
大
き
な
列
が

で
き
て
い
ま
し

た
。
父
は
皮
肉
を

こ
め
て
、「
寮
の

中
に
シ
カ
が
い
る

か
ら
行
列
が
で
き

た
の
だ
ろ
う
」
と

ジ
ョ
ー
ク
を
言
い

ま
し
た
。
エ
イ
プ

リ
ル
フ
ー
ル
の
冗

談
と
し
て
は
か
な
り
お
も
し
ろ
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
私
は
「
荷
物
の
移

動
の
た
め
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
詰

ま
っ
て
い
る
か
ら
動
け
な
い
だ
け

だ
」
と
断
言
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

30
分
ほ
ど
動
か
な
い
行
列
に
全
員
が

イ
ラ
イ
ラ
し
始
め
ま
し
た
。
よ
う
や

く
、
寮
の
フ
ロ
ン
ト
で
働
く
学
生
の

今回のテーマである「皮肉 / sarcasm」はサーカ
ズムと読みます。読み方を聞いてサーカスとの関連
を疑った方もいらっしゃるかもしれませんが、その
語源はまったく異なります。「サーカス / circus」
がラテン語の「circus : 輪」から来ているのに対し、

「皮肉 / sarcasm」は後期ラテン語の「sarcasmus 
: 辛辣なあざけりや皮肉な発言、風刺的な発言や表
現」が語源です。どんな言語を使うときでも、相手
を嫌な気持ちにさせることなく、クスっと笑える皮
肉を使いたいものですね。

COLUMN

一
人
が
外
に
出
て
き
て
、
列
の
全
員

に
聞
こ
え
る
よ
う
に
大
き
な
声
で
言

い
ま
し
た
。「
寮
に
シ
カ
が
入
っ
た

よ
う
で
す
」こ
れ
が
皮
肉
だ
っ
た
ら
、

シ
カ
は
中
に
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
、
彼
女
の
声
の
ト
ー
ン

は
冗
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寮
の
中

に
は
シ
カ
が
い
ま
し
た
。

私の大学にいるシカ

地域おこし協力隊通信
与謝野駅周辺活性化＆移住・定住促進活動担当　郭

カ ク

 珍
ジ ン ス ー

秀 隊員

78

本
に
住
ん
で
い
る
と
、
日
本

と
韓
国
の
方
々
は
似
た
よ

う
な
情
緒
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
な
と

思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
共
同
体
意
識
と
他
人
と
の
関
係

を
重
要
視
す
る
方
が
多
い
こ
と
と
、

感
情
を
表
わ
す
こ
と
を
自
制
し
謙
遜そ

ん

す
る
こ
と
を
美
徳
と
考
え
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
地
域
的

に
も
一
番
近
い
国
で
あ
り
、
歴
史
的

に
も
社
会
的
つ
な
が
り
を
お
互
い
に

た
く
さ
ん
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
似
た
よ
う
な

情
緒
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
違
う
国

な
の
で
文
化
が
違
う
の
は
当
た
り
前

の
話
で
す
。
今
回
は
、
韓
国
の
新
年

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
韓
国
の
新
年
は
、
日
本
と
同
じ
よ

う
に
家
族
全
員
が
集
ま
っ
て
良
い
一

年
に
な
る
よ
う
に
祈
る
日
で
あ
り
、

一
年
の
中
で
一
番
大
き
な
祝
日
だ
と

言
え
ま
す
。
韓
国
で
は
新
年
の
朝
に

家
族
が
集
ま
り
、
先
祖
に
た
く
さ
ん

の
食
べ
物
を
供
え
て
そ
の
場
で
先
祖

に
良
い
一
年
に
な
る
よ
う
に
祈
り
を

捧
げ
ま
す
。
お
祈
り
が
終
わ
れ
ば
、

次
は
目
上
の
方
た
ち
に
感
謝
の
言
葉

を
捧
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
目
上
の
人

た
ち
が
存
在
す
る
の
で
今
の
私
が
存

在
す
る
と
い
う
理
由
で
す
。
そ
の

後
、
大
人
た
ち
が
お
年
玉
を
く
れ
た

り
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た

り
し
、
最
後
に
先
祖
に
供
え
た
食
べ

物
を
家
族
全
員
で
食
べ
な
が
ら
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。

　
多
く
の
韓
国
人
が
知
っ
て
い
る
日

本
の
お
正
月
料
理
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
お
雑
煮
で
す
。
日
本
で
新
年
に

お
雑
煮
を
食
べ
る
よ
う
に
、
韓
国
で

も
「
ト
ッ
ク
ク
」
と
い
う
お
も
ち
が

入
っ
た
汁
物
を
食
べ
ま
す
。
ト
ッ
ク

ク
は
、
も
と
も
と
長
く
て
太
い
お
も

ち
を
薄
く
切
り
、
牛
肉
ダ
シ
の
ス
ー

プ
に
入
れ
て
作
る
料
理
で
す
。
長
く

太
い
お
も
ち
は
「
カ
レ
ト
ッ
ク
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
見
た
目
の
よ
う
に

長
く
太
く
長
生
き
す
る
と
い
う
縁
起

の
良
い
食
べ
物
で
す
。

　
先
日
、
人
生
で
初
め
て
お
も

ち
を
自
分
の
手
で
作
り
ま
し

た
。
韓
国
で
も
お
も
ち
を
作
る

文
化
が
あ
り
ま
す
が
、
テ
レ
ビ

で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
お
も

ち
つ
き
を
与
謝
野
町
で
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
下
山
田
区
で

は
毎
月
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
お
も
ち
つ
き

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
伝
え
る

た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
「
か
か
し

文
庫
」
と
い
う
団
体
が
あ
り
ま
す
。

着
任
後
、
か
か
し
文
庫
の
方
々
と
一

緒
に
協
力
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
韓

国
の
文
化
や
正
月
遊
び
に
つ
い
て
話

し
た
り
、
み
ん
な
で
お
も
ち
を
作
っ

た
り
す
る
時
間
も
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
雪
が
降
る
寒
い
日
で
し
た
。
下
山

田
山
田
公
民
館
に
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
体
を
動
か
し
、
杵き

ね

で
つ
く
こ
と
で

も
ち
米
が
ど
ん
ど
ん
大
き
な
丸
い

お
も
ち
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
見

て
、
人
は
一
人
の
と
き
よ
り
も
大
勢

が
集
ま
っ
て
い
る
と
き
に
相
乗
効
果

を
発
揮
し
、
よ
り
大
き
な
成
果
を
出

せ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
た
お

も
ち
を
み
ん
な
で
分
け
て
食
べ
る
の

も
、
本
当
に
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
自
分
の
手
で
作
っ
た

お
も
ち
を
と
て
も
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
し
、
も
っ
と
食
べ
た

い
と
い
う
子
も
い
ま
し
た
。
自
分
で

作
っ
た
も
の
が
お
い
し
い
と
き
ほ

ど
、
や
り
が
い
の
あ
る
こ
と
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
特
別
な
思
い
出
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
企
画
し
て
い
る
地
域
の

方
々
の
温
か
い
心
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
丹
念

に
準
備
さ
れ
た
か
か
し
文
庫
や
お
手

伝
い
の
方
々
の
尽
力
に
深
く
感
動
を

受
け
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
の
美
し

い
心
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い

思
い
出
と
し
て
残
る
と
思
い
ま
す
。

日

山田地域と与謝野駅周辺の活
性化に向け、与謝野町の PR
活動をしています。与謝野町
や丹後地域で活動する様子を
Youtube に公開しているので、
ご覧いただけると励みになりま
す。動画には私
も映っているの
で、まちで見か
けたら、気軽に
声をかけてくだ
さい！ Youtube

人生初のおもちつき
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２  月入札結果のお知らせ 問　財産管理・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

２/ ７ 算所浄水場ブロアー更新工事 算所地内 ３者 株式会社アイフル 3,755 3,375 3,375 89.88 R7/2/15
～ 3/14

２/ ７ 旧岩屋小学校下教員住宅解体等工事 岩屋地内 ６者 有限会社納口建設 3,240 2,908 2,908 89.75 R7/2/15
～ 6/20

２/ ７ 柿中線交差点改良工事 下山田
地内 ２者 金下建設株式会社 4,626 4,117 4,150 89.71 R7/2/15

～ 3/21

２/13 （仮称）野田川地域認定こども園新築工
事設計業務委託 石川地内 ５者 キタイ設計株式会社

京都支社  75,203 ― 36,750 48.87 R7/2/21
～ R8/6/30

２/13 与謝野町立学校給食センター新築工事
監理業務委託 岩屋地内 １者 キタイ設計株式会社

京都支社 21,950 ― 20,800 94.76 R7/2/21
～ R8/6/30

２/13 野田川地域学童保育所新築工事設計業
務委託

石川
地内他 11 者 一級建築士事務所 

浪江建築事務所 7,964 ― 3,800 47.71 R7/2/21
～ 7/10

２/13 （仮称）野田川地域認定こども園敷地造
成設計業務委託 

石川
地内他 ９者 株式会社ユーズ

京丹後営業所 10,963 ― 9,647 88.00 R7/2/21
～ 3/31

２/13 鞭谷川河川改良工事家屋調査（その７）
業務委託 石川地内 ５者 株式会社エイト日本技術開

発　福知山営業所 2,027 ― 1,900 93.73 R7/2/21
～ 3/21

２/28 与謝野町立学校給食センター新築工事
（建築工事） 岩屋地内 1 者 安田建設株式会社 919,500 845,940 915,000 99.51 R7/3/19

～ R8/6/30

２/28 与謝野町立学校給食センター新築工事
（機械設備工事） 岩屋地内 ２者 株式会社山添電気 892,500 821,100 892,000 99.94 R7/3/19

～ R8/6/30

２/28 与謝野町立学校給食センター新築工事
（電気設備工事） 岩屋地内 ４者 株式会社山田電気商会 263,300 242,236 249,870 94.90 R7/3/19

～ R8/6/30

時の贈り物　［第 138 回　巨石と信仰・伝説２「石川の大命神社の巨石」] 

川
区
の
上
地
地
区
に
あ

る
大お

お
め
い命
神
社
は
、
川
上

地
区
寄
り
の
山
裾
を
少
し
上
が
っ

て
、
長
い
参
道
を
し
ば
ら
く
歩
い

た
先
に
あ
り
ま
す
。
文
化
財
の
現

状
確
認
の
た
め
に
、
山
中
に
ひ
っ

そ
り
と
鎮
座
す
る
こ
こ
を
初
め

て
訪
れ
た
と
き
の
第
一
印
象
は

「
家
々
か
ら
離
れ
た
随
分
と
山
の

中
に
あ
る
神
社
だ
な
。
な
ぜ
、
こ

の
場
所
な
の
だ
ろ
う
？
」で
し
た
。

　

ご
神
体
と
し
て
観か

ん
の
ん音

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
神
社
で

仏
が
信
仰
さ
れ
る
神し

ん
ぶ
つ仏

習し
ゅ
う

合ご
う

と

い
う
状
態
で
、
江
戸
時
代
ま
で
み

ら
れ
た
信
仰
ス
タ
イ
ル
で
す
。
神

社
と
寺
院
を
明
確
に
区
別
す
る
現

石

代
的
な
ス
タ
イ
ル
は
明
治
時
代
に

な
っ
て
か
ら
厳
格
化
さ
れ
、
今
に

至
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
正
面
に
見
え
る
社
殿
の
裏
側
に

回
る
と
巨
石
が
ド
ン
と
一
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
巨
石
に
名
前
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
磐い

わ
く
ら座
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、大
命
神
社
は
、

元
々
は
こ
の
巨
大
な
自
然
石
（
磐

座
）
へ
の
信
仰
と
し
て
始
ま
り
、

そ
の
後
に
仏
教
と
合
体
し
た
経
過

を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
命
神
社
が
山
奥
に
あ
る
理
由

は
、磐
座
と
し
て
始
ま
っ
た
た
め
、

移
動
す
る
こ
と
な
く
今
に
至
っ
て

い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。　
　

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

神霊を呼び寄せるときの
神座の舞台に見立てた巨石「磐座」

子育て応援課　☎ 43-9024問 午前８時 30 分～午後５時 15 分（土日および祝日を除く）

●● 子育て支援医療費助成制度 子育て支援医療費助成制度

1818歳以下の医療費を歳以下の医療費を
支援します支援します
与謝野町ではお子さんの健やかな成長を願い、与謝野町ではお子さんの健やかな成長を願い、
高校生相当年齢までの医療費（健康保険の自己高校生相当年齢までの医療費（健康保険の自己
負担額）の一部を助成しています。負担額）の一部を助成しています。

中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ん
が

京
都
府
外
で
受
診
し
た
場
合

● 

医
療
機
関
の
領
収
書
（
受
診
者

氏
名
、
受
診
日
、
保
険
点
数
の
わ

か
る
も
の
）

● 

振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

高
校
生
相
当
年
齢
の
方
の
場
合

● 

医
療
機
関
の
領
収
書
（
受
診
者

氏
名
、
受
診
日
、
保
険
点
数
の
わ

か
る
も
の
）

● 

振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

● 

保
険
証

● 

進
学
の
た
め
に
与
謝
野
町
外
に

転
出
し
た
（
保
護
者
は
町
内
に
住

所
を
有
す
る
）
方
は
、
学
生
証
ま

た
は
在
寮
証
明
書

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
装
具
を

作
ら
れ
た
方

　
子
育
て
応
援
課
に
て
返
金
手
続

き
を
す
る
前
に
、
加
入
先
の
健
康

保
険
に
医
療
費
の
返
金
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

● 

医
師
の
診
断
書
（
意
見
書
）

● 

装
具
の
領
収
書

● 

健
康
保
険
の
支
払
い
通
知
書

　
医
療
機
関
な
ど
で
支
払
う
自
己

負
担
額
の
う
ち
、
保
険
診
療
分
に

要
す
る
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
健
康
診
査
料
や
薬
の
容

器
代
、個
室
使
用
料
、診
断
書
料
、

入
院
時
の
食
事
代
な
ど
、
保
険
対

象
外
の
も
の
は
助
成
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

助
成
の
内
容

対象者 出生
～中学校卒業

高校生
相当年齢の方※

入院・通院
（１ヵ月あたり）
１医療機関 200 円

子育て支援
受給者証の交付

あり なし

※ 18 歳に達した日以降、最初の３月 31 日まで

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ん

　
京
都
府
外
で
医
療
機
関
を
受
診

し
た
場
合
は
、
子
育
て
支
援
医
療

費
受
給
者
証
（
以
下
、受
給
者
証
）

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
機

関
窓
口
で
３
割
（
ま
た
は
２
割
）

の
額
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、後
日
、

子
育
て
応
援
課
窓
口
（
役
場
加
悦

庁
舎
）
で
医
療
費
の
返
金
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
相
当
年
齢
の
方

　
受
給
者
証
の
交
付
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
医
療
機
関
窓
口
で
３
割
の

額
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、
後
日
、

子
育
て
応
援
課
窓
口
で
医
療
費
の

返
金
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。医

療
費
の

返
金
手
続
き

　
１
医
療
機
関
あ
た
り
、
１
ヵ
月

２
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額
を
返

金
し
ま
す
。
申
請
期
限
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
た
日
か
ら
５
年
以

内
で
す
。

※ 有効期限の切れた受給者証をお持ちの方は、ご都合のよいときに役場窓口までご返却をお願いします
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役
場
組
織
・
業
務
の
案
内

役
場
組
織
・
業
務
の
案
内

令和 7 年度

令
和
７
年
度
の
役
場
組
織
・
業
務
案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
役
場
組
織
・
業
務
案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
業
務
の
詳
細
は
、
担
当
課
（
局・室
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
業
務
の
詳
細
は
、
担
当
課
（
局・室
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本庁舎

町　　　長副　町　長

野田川庁舎

選挙管理委員会固定資産評価審査委員会公平委員会

現
金
お
よ
び
財
産
の
記
録
・
管
理
、
基
金
・
有
価
証
券
の
出
納
・
管
理
、
支
出
・
収
入
事
務 

な
ど

会
計
課

☎
４
３・９
０
１
３

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
埋
葬
・
火
葬
許
可
、
税
諸
証
明
、
原

付
登
録
・
廃
車
、
他
課
業
務
（
福
祉
・
保
健
・
子
育
て
・
上
下
水
道
な
ど
）
の
一
部 

な
ど

住
民
税
務
課 

住
民
係

☎
４
３・９
０
２
０

加悦庁舎

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
埋
葬
・
火
葬
許
可
、
人
権
啓
発
、
町
税
（
個

人
・
法
人
の
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
な
ど
）
の
賦
課
・
徴
収
、
税
諸
証
明
、
原

付
登
録
・
廃
車
、
臨
時
運
行
許
可
申
請
、
他
課
業
務
（
上
下
水
道
な
ど
）
の
一
部 

な
ど

住
民
税
務
課

☎
４
３・９
０
２
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
総
合
相
談
、
権
利
擁
護
、
認
知
症
支
援
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

な
ど

介
護
保
険
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
安
心
見
守
り
事
業
、
敬
老
事
業
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
障
害

者
手
帳
、
障
害
者
自
立
支
援
、
障
害
者
地
域
生
活
支
援
、
民
生
・
児
童
委
員
、
く
ら
し
の
資
金
、
ひ
き
こ
も
り

対
応
、
生
活
困
窮
、
自
殺
予
防
、
援
護
事
務
、
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

な
ど

福
祉
課

☎
４
３・９
０
２
１

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
国
民
年
金
、
献
血
、
老
人
・
障
害
者
医
療
、
健
康
づ
く
り
・
相
談
、

介
護
予
防
、
住
民
健
診
、
予
防
接
種
、
食
生
活
改
善
推
進 

な
ど

保
健
課

☎
４
３・９
０
２
２

国
民
健
康
保
険
診
療
所

小
・
中
学
校

図
書
館

公
民
館

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

児
童
手
当
、
障
害
児
福
祉
、
子
育
て
支
援
医
療
費
、
未
熟
児
養
育
医
療
費
、
ひ
と
り
親
福
祉
、
認
定
こ
ど
も
園・

保
育
所
、
不
妊
治
療
等
費
用
助
成 

な
ど

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
両
親
面
談
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
産
後
ケ
ア
、
乳
幼
児
健
診
、
栄
養
指
導
、

離
乳
食
教
室
、
子
ど
も
・
家
庭
・
妊
産
婦
等
支
援
、
児
童
虐
待
防
止 

な
ど

子
育
て
応
援
課

☎
４
３・９
０
２
４

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
、
形
状
変
更
、
農
地
相
談
、
地
域
計
画 

な
ど

農
業
委
員
会
事
務
局

自
主
番
組
編
成
・
撮
影
・
放
送
、
伝
送
路
・
宅
内
工
事
、
文
字
・
デ
ー
タ
放
送
、
加
入
受

け
付
け 

な
ど

総
務
課 

秘
書
広
報
係
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当

☎
４
３・９
０
２
８

別館 １階

農
業
振
興
施
策
（
自
然
循
環
農
業
、
京
の
豆
っ
こ
肥
料
な
ど
）、
農
業
担
い
手
育
成・支
援
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
農
地・

農
業
用
施
設
に
関
す
る
相
談
、
土
地
改
良
事
業
、
治
山
事
業
、
保
安
林
、
多
面
的
支
払
交
付
金
、
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
、
一

般
廃
棄
物
、
公
害
防
止
対
策
、
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
、
不
法
投
棄
対
策
、
改
葬
許
可 

な
ど

☎
４
３・９
０
２
３

地
球
温
暖
化
対
策
室

環
境
美
化
、
阿
蘇
海
浄
化
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
森
林
整
備
、
林
業
振
興
施
策
、
森
林

環
境
譲
与
税
、
環
境
直
接
支
払
交
付
金 

な
ど

野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト

教育委員会

教　育　長

教育委員会事務局

教
職
員
の
人
事
・
研
修
、
学
校
施
設
整
備
、
学
校
組
織
再
編
、
教
育
課
程
、
運
営
指
導
、
教
科
書
の
選
択
、
就

学
・
転
入
学
、
児
童
・
生
徒
の
安
心
安
全
、
就
学
援
助 

な
ど

学
校
教
育
課

☎
４
３・９
０
２
５

公
民
館
・
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
管
理
、
教
育
文
化
施
設
管
理
、
公
民
館
活
動
・
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
文
化
振
興
、
俳
句・短
歌
振
興
、
人
権
教
育
、
高
校
魅
力
化
、
成
人
式
、
学
童
保
育
、
伝
統
的
建
造
物
群・

美
術
工
芸
品
・
埋
蔵
文
化
財
・
民
俗
文
化
財
な
ど
の
保
存
と
活
用 

な
ど

社
会
教
育
課

☎
４
３・９
０
２
６

２階

● ごみの収集に関すること
農林環境課 ☎ 43-9023

● 埋葬・火葬許可に関すること
住民税務課 ☎ 43-9020

● 行政相談などに関すること
住民税務課 ☎ 43-9020

●●  路上の路上の動物などの死骸処理に関すること動物などの死骸処理に関すること
農林環境課 農林環境課 ☎☎ 43-902343-9023

●●  改葬改葬※※許可に関すること許可に関すること
農林環境課 農林環境課 ☎☎ 43-902343-9023

暮らしに関する問い合わせ先

※※ 墓地に埋蔵されている遺骨を、ほかの墓地に移すこと 墓地に埋蔵されている遺骨を、ほかの墓地に移すこと

情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、
例
規
、
統
計
調
査
、
特
定
空
家
対
策
、
町
長
用
務
、
職
員
採
用
、
職
員・

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
お
よ
び
福
利
厚
生
、
広
報
・
広
聴
、
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策 

な
ど

総
務
課

☎
４
３・９
０
１
０

財
産
活
用
・
契
約
室

町
有
財
産
の
活
用
、
入
札
、
契
約
、
指
定
管
理
者
制
度 

な
ど

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー☎

４
３・９
０
２
３

定
例
会
・
臨
時
会
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、
議
事
録
作
成
、
議
会
広
報
、
議
員
の

報
酬
・
身
分
・
履
歴 

な
ど

議
会
事
務
局

☎
４
３・９
０
２
７

３階

議
会

事
務
・
事
業
の
監
査

監
査
委
員
会
事
務
局

☎
４
３・９
０
２
７

監
査
委
員
会

農
業
委
員
会

農
林
環
境
課

つ
ば
き
こ
ど
も
園

の
だ
が
わ
第
２
こ
ど
も
園

か
え
で
こ
ど
も
園

の
だ
が
わ
こ
ど
も
園

野
田
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

字加悦 433 番地 字四辻 65 番地 字岩滝 1798 番地１

移
住
・
定
住
お
よ
び
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
な
ど
の
相
談
窓
口

産
業
振
興
、
中
小
企
業
振
興
、
企
業
誘
致
推
進
、
消
費
者
行
政
、
雇
用
対
策
、
勤
労
者
福
祉
、
観
光
施

設
の
維
持
管
理
、
観
光
動
向
調
査
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
支
援 

な
ど

☎
４
３・９
０
１
２

移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
総
合
窓
口

産
業
観
光
課

道
路
・
橋
梁
・
河
川
整
備
お
よ
び
維
持
・
修
繕
、
都
市
公
園
、
景
観
、
除
雪
、
官
民
境
界
確
定
、
分
譲

宅
地
の
管
理
・
販
売
、
防
犯
灯
の
管
理
、
屋
外
広
告
物
、
町
営
住
宅
管
理
、
住
宅
耐
震 

な
ど

建
設
課

☎
４
３・９
０
１
４

町
政
総
合
企
画
・
調
整
、
総
合
計
画
、
公
共
交
通
、
広
域
行
政
、
予
算
、
決
算
、
町
債
・
資
金
計
画
、

行
政
改
革
（
事
務
事
業
評
価
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
地
域
協
働
（
自
治
会
・
地
域
活
動
団
体
伴

走
支
援
）） 

な
ど

企
画
財
政
課

☎
４
３・９
０
１
５

２階

ふ
る
さ
と
応
援
促
進
室
（
新
設
）

大
阪
・
関
西
万
博
、
与
謝
野
駅
周
辺
活
性
化
、
国
際
・
国
内
交
流
、
移

住
・
定
住
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
、
ふ
る
さ
と
納
税 

な
ど

☎
４
３・９
０
１
１

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
埋
葬・火
葬
許
可
、
税
諸
証
明
、
住
民
相
談
、

原
付
登
録
・
廃
車
、
他
課
業
務
（
福
祉
・
保
健
・
子
育
て
な
ど
）
の
一
部 

な
ど

住
民
税
務
課 

住
民
係

☎
４
３・９
０
２
０

事
業
計
画
・
経
営
、
上
下
水
道
施
設
維
持
管
理
、
農
業
集
落
排
水
施
設
維
持
管
理
、
上
下
水
道
施
設
の
設
計
施

工
、
水
質
管
理
・
検
査
、
水
洗
化
促
進
、
浄
化
槽
設
置
補
助
、
上
下
水
道
料
金 

な
ど

上
下
水
道
課

☎
４
３・９
０
３
１

１階

消
防
・
防
災
の
計
画
推
進
、
消
防
施
設
・
設
備
の
整
備
、
消
防
団
、
国
民
保
護
計
画
、

災
害
対
策
・
救
助
、
交
通
安
全
対
策
、
交
通
安
全
施
設
・
設
備
の
整
備
、
防
犯
推
進
、

犯
罪
被
害
者
支
援 
な
ど

総
務
課

防
災
危
機
管
理
対
策
室

１階
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　与謝野町では、近年の社会の動向などに合わせ、過剰
な要求や職員の尊厳を傷つけるような行為に対して、職
員の人権を尊重するとともに行政サービスを適正に提供
するため、「カスタマーハラスメントの対応について」
を作成しました。
　そのカスタマーハラスメント対策の一環として、職員
名札の記載内容をフルネーム（漢字）からひらがなおよ
びアルファベットで名字のみに変更しました。また、表
記を変更することで、高齢者の方や外国の方などに分か
りやすくする効果もあると考えています。

YOSANO

与謝野町役場

よさの
YOSANO

職員名札のイメージ

本
庁
舎

財
産
活
用
・
契
約
室

係

長

京
都
地
方
税
機
構
派
遣

主

任

▼ 

企
画
財
政
課

係

長

主
事
補

ふ
る
さ
と
応
援
促
進
室
（
新
設
）

室

長

主

任

▼ 

建
設
課

主

幹

主

幹

課
長
補
佐

係

長

主

任

主

任

▼ 

会
計
課

課
長
補
佐

　
由
利　
慎
太
郎

（
建
設
課 

係
長
）

〇 

田
中　
皓
詞

（
社
会
教
育
課
）

〇 

松
本　
潤
也

（
企
画
財
政
課
）

　
小
池　
大
景

（
新
規
採
用
）

　
小
室　
光
秀

（
京
都
府
派
遣
）

　
井
田　
拓
磨

（
企
画
財
政
課
）

〇 

倉
田　
健
史

（
建
設
課 

課
長
補
佐
）

〇 

引
野　
浩
明

（
建
設
課 

課
長
補
佐
）

〇 

山
本　
剛

（
建
設
課 

係
長
）

〇 

山
口　
高
平

（
上
下
水
道
課
）

　
中
村　
有
希

（
財
産
活
用
・
契
約
室
）

〇 

小
西　
勝
歩

（
防
災
危
機
管
理
対
策
室
）

〇 

大
上　
知
子

（
議
会
事
務
局 

係
長
）

　
桝　
幹
明

（
建
設
課 

主
幹
）

　
野
村　
光
男

（
定
年
前
任
用
）

〇 

堀
口　
義
雄

（
学
校
教
育
課 

課
長
補
佐
）

　
高
岡　
香
代
子

（
新
規
採
用
）

　
長
島　
昭
太

（
住
民
税
務
課 

係
長
）

　
廣
谷　
章
彦

（
企
画
財
政
課
）

　
大
江　
麻
美

（
住
民
税
務
課
）

　
尾
浪　
俊
輔

（
新
規
採
用
）

〇 

井
﨑　
洋
之

（
社
会
教
育
課 

係
長
）

　
蘓
理　
勝
春

（
建
設
課
）

　
山
﨑　
初
盟

（
文
化
庁
派
遣
）

　
藤
田　
み
ゆ
き

（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　　
谷
口　
義
明

（
地
球
温
暖
化
対
策
室 

室
長
）

〇 

田
中　
和
恵

（
学
校
教
育
課
）

所

長

主

査

▼ 

学
校
教
育
課

主

幹

主
幹
兼
指
導
主
事

係

長

主

任

主

任

主
事
補

▼ 

社
会
教
育
課

課
長
補
佐

主

事

主

事

岩
滝
小
学
校

調
理
員

▼ 

議
会
事
務
局

局

長

係

長

〇 

大
上　
寛
起

（
産
業
観
光
課 

主
幹
）

〇 

杉
本　
真
由
美

（
建
設
課 

課
長
補
佐
）

　
前
田　
昌
一

（
議
会
事
務
局 

局
長
）

〇 

小
西　
衣
都
子

（
保
健
課 

係
長
）

〇 

小
牧　
祥
子

（
住
民
税
務
課
）

　
山
本　
准
央

（
新
規
採
用
）

　
平
池　
理
香

（
石
川
保
育
所 

所
長
）

　
藤
田　
桜（新

規
採
用
）

　　
〇 

岩
間　
智
昭

（
農
林
環
境
課 

係
長
）

　
白
数　
勝
也

（
京
都
地
方
税
機
構
派
遣
）

〇 

田
中　
栄
輔

（
農
林
環
境
課
）

　
楠　
敏
幸

（
防
災
危
機
管
理
対
策
室 

室
長
）

〇 

糸
井　
健
博

（
地
球
温
暖
化
対
策
室
）

▼ 

保
健
課

課

長

主

幹

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主

任

国
民
健
康
保
険
診
療
所

主
事
補

▼ 

子
育
て
応
援
課

主

幹

主
事
補

▼ 

農
林
環
境
課

課
長
補
佐

係

長

係

長

地
球
温
暖
化
対
策
室

室

長

係

長

衛
生
プ
ラ
ン
ト

　
〇 

浪
江　
真
理

（
住
民
税
務
課 

係
長
）

〇 

𠮷
岡　
敦
文

（
住
民
税
務
課 

係
長
）

〇 

池
田　
雅
広

（
住
民
税
務
課
）

　
奥
野　
眞
敏

（
保
健
課
）

　
中
西　
基
樹

（
新
規
採
用
）

　　
矢
野　
彰
男

（
保
健
課 

課
長
）

　
半
海　
大
輔

（
子
育
て
応
援
課 

課
長
補
佐
）

〇 

小
山　
佳
子

（
福
祉
課
）

　
山
村　
祐
輝

（
衛
生
プ
ラ
ン
ト
）

　
田
路　
梓
紗

（
新
規
採
用
）

▼ 

住
民
税
務
課

課
長
補
佐

課
長
補
佐

係

長

主

任

主
事
補

▼ 

福
祉
課

課

長

課
長
補
佐

係

長

主

任

主
事
補 加

悦
庁
舎

　
〇 

中
田　
秀
樹

（
総
務
課 

課
長
補
佐
）

　
宮
﨑　
敦
央

（
新
規
採
用
）

〇 

山
﨑　
友
裕

（
上
下
水
道
課 

課
長
補
佐
）

〇 

松
井　
陽
一

（
上
下
水
道
課
）

▼ 

総
務
課

防
災
危
機
管
理
対
策
室

室

長

主
事
補

▼ 

上
下
水
道
課

主

幹

係

長 野
田
川
庁
舎

▼ 

総
務
課

主

任

主

査

主
事
補

　　
金
谷　
豪（

福
祉
課
）

　
芳
賀　
和
代

（
暫
定
再
任
用
）

　
黒
川　
千
奈

（
新
規
採
用
）

職員人事異動【令和７年度】

４月１日付けの職員人事異動、昇格（昇任）をお知ら
せします。
※ 〇は昇格・昇任
※ （ ）内は異動前の所属および職名

▼ 

か
え
で
こ
ど
も
園

副
園
長

主
査
保
育
教
諭

調
理
員

▼ 

つ
ば
き
こ
ど
も
園

副
園
長 こ

ど
も
園

　　
松
森　
文
子

（
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園 

園
長
補
佐
）

　
豊
嶋　
愛
織

（
石
川
保
育
所
）

　
山
﨑　
妙
美

（
石
川
保
育
所
）

　
梅
田　
智
奈
美

（
石
川
保
育
所 

所
長
補
佐
）

これまで広報紙に掲載していた「わたしはココにいます（職員人事異動）」は、役場職員を名乗った詐欺被害防止など
のため、所属が異動となる職員および係長級以上の昇格・昇任者のみ掲載しています

※

保
育
教
諭

主
事
補

▼ 

の
だ
が
わ
こ
ど
も
園

主
任
保
育
教
諭

主
査
保
育
教
諭

主
事
補

作
業
員

▼ 

の
だ
が
わ
第
２
こ
ど
も
園

園

長

副
園
長

主
任
保
育
教
諭 　

小
長
谷　
桂
也

（
山
田
保
育
所
）

　
白
数　
陽
奈

（
新
規
採
用
）

　
市
田　
朋
子

（
か
え
で
こ
ど
も
園
）

　
岩
根　
玲
佳

（
か
え
で
こ
ど
も
園
）

　
田
村　
結
菜

（
新
規
採
用
）

山
添　
有
紀
子

（
暫
定
再
任
用
）

　
堀
口　
美
佳

（
山
田
保
育
所 

所
長
）

　
小
牧　
伊
佐
子

（
山
田
保
育
所 

所
長
補
佐
）

　
白
数　
聖
子

（
石
川
保
育
所
）

・
小
牧　
伸
行

（
防
災
危
機
管
理
対
策
室 

課
長
補
佐
）

・
伊
達　
美
雪

（
国
民
健
康
保
険
診
療
所 

看
護
師
長
）

・
芳
賀　
和
代

（
総
務
課 

課
長
補
佐
）

・
田
辺　
茂
雄（福

祉
課 

課
長
）

・
野
村　
光
男

（
衛
生
プ
ラ
ン
ト 

所
長
）

・
上
田　
誠（産

業
観
光
課 

主
幹
）

・
塩
見　
雅
樹（会

計
課 

主
幹
）

・
西
原　
誠

（
福
祉
課 

主
幹
）

・
和
田　
吉
平（保

健
課 

主
幹
）

・
片
西　
健
太

（
学
校
教
育
課 

主
幹
兼
指
導
主
事
）

・
青
木　
あ
ゆ
美

（
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園 

主
任
保
育
教
諭
）

・
由
利　
景
子

（
学
校
教
育
課 

主
任
）

・
森
岡　
佳
祐

（
農
林
環
境
課 

主
査
）

・
山
添　
有
紀
子

（
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園 

作
業
員
）

退
職
者※ ３月

31
日
付
け

※ 

の
だ
が
わ
第
２
こ
ど
も
園

山
田
保
育
所
と
石
川
保
育
所
の

閉
所
に
伴
い
、
４
月
１
日
付
け

で
新
た
に
旧
山
田
保
育
所
園
舎

で
開
園
し
た
こ
ど
も
園

～ 職員のプライバシーを守り、働きやすい職場に ～

職員名札の表記を変更しました

● 変更日
令和７年３月３日（月）～

名字のみをひらがなとアルファベットで
表記しています

▼ 

産
業
観
光
課

主

幹

課
長
補
佐

〇 

岡
本　
仁

（
農
林
環
境
課 

課
長
補
佐
）

　
田
村　
尊
彦

（
企
画
財
政
課 

課
長
補
佐
）

主
任
保
育
教
諭

主
任
保
育
教
諭

主
査
保
育
教
諭

主
査
保
育
教
諭

主
査
保
育
教
諭

保
育
教
諭

保
育
教
諭

調
理
員

　
堀　
綾
美

（
山
田
保
育
所
）

　
糸
井　
裕
実
子

（
山
田
保
育
所
）

　
三
宅　
夏
希

（
山
田
保
育
所
）

　
上
野　
耕
平

（
石
川
保
育
所
）

〇 

若
野　
千
晶

（
石
川
保
育
所
）

　
羽
渕　
彩
代

（
山
田
保
育
所
）

　
白
須　
美
紅

（
石
川
保
育
所
）

　
吉
田　
千
代
野

（
山
田
保
育
所
）
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功績・功労をたたえて

　昨年７月に逝
せ い

去
き ょ

された清水侊二さん（宮津市
滝馬）は、昭和 38 年に加悦町（現与謝野町）
立加悦中学校を初任地として教員に採用されて
以降、平成 12 年３月に３年務めた加悦町立加
悦中学校長を定年退職されるまでの約 37 年の
間、加悦町、宮津市内の小・中学校や京都府与
謝教育局（現丹後教育局）に在職し、学校教育
の推進に大きく寄与されました。
　また、退職後は加悦町教育委員会社会同和指
導員や教育相談員、与謝野町教育委員会および
与謝野町宮津市中学校組合教育委員会の指導主

事並びに総括指導主
事、人権教育指導員
などを約 15 年間の
長きにわたり歴任さ
れ た ほ か、 さ ら に
28 年４月開園の与
謝野町立かえでこど
も園の園歌を作曲さ
れるなど、学校教育のみならず社会教育や同和・
人権教育の推進、地域貢献に尽力されました。
　これらの功績をたたえ、逝去に伴いこの度の
受章に至りました。

正六位　故 清
し

水
み ず

 侊
こ う

二
じ

さん

　昨年８月に逝去さ
れた上野充正さん

（加悦）は、昭和 30
年に加悦町立桑飼小
学校（現在は閉校）
を初任地として教員
に採用されて以降、
平成４年３月に２年

務めた野田川町（現与謝野町）立山田小学校長

を定年退職されるまでの約 37 年の間、加悦町、
与謝野町の小学校に在職し、退職後にも加悦町
教育委員会指導主事や教育相談員を歴任され、
学校教育の推進に大きく寄与されました。
　また、在職中から退職後に至るまでに加悦町
社会体育指導員、加悦町体育協会副会長並びに
会長を歴任されるなど、地域の社会体育に献身
的に取り組まれ、学校教育はもとより地域社会
体育の分野においても尽力されました。
　これらの功績をたたえ、逝去に伴いこの度の
受章に至りました。

正六位　故 上
う え

野
の

 充
み ち ま さ

正さん

　昨年８月に逝去された横濵聰さん（四辻）は、
昭和 29 年に市場村外三ヶ村中学校組合立江陽
中学校（現与謝野町立江陽中学校）を初任地と
して教員に採用されて以降、平成４年３月に２
年務めた加悦町立加悦小学校長を定年退職され
るまでの約 38 年の間、加悦町、伊根町の小・
中学校や京都府与謝教育局に在職し、学校教育
の推進に大きく寄与されました。
　また、退職後は野田川町教育委員会指導主事、

同社会教育主事、京
都府文化財保護指導
委員などを歴任され
るなど、地域公教育
の推進はもとより地
域コミュニティ活動
など、社会教育の分
野においても尽力さ
れました。
　これらの功績をたたえ、逝去に伴いこの度の
受章に至りました。

正六位　故 横
よ こ は ま

濵 聰
さとし

さん

子の横濵伸樹（のぶき）さん（左）、
横濵宏樹（ひろき）さん（右）

月 毎月 10 日 毎月 25 日

４月 ・広報よさの

・お知らせ版
・回覧広報
・その他の各戸配布
　　　　　　　など

５月
・広報よさの
・町議会だより

６月 ・広報よさの

７月 ・広報よさの

８月
・広報よさの
・町議会だより

９月 ・広報よさの

10 月 ・広報よさの

11 月
・広報よさの
・町議会だより

12 月 ・広報よさの

１月 ・広報よさの

２月
・広報よさの
・町議会だより

３月 ・広報よさの

　与謝野町役場から、毎月 10 日と 25 日に自治会・隣組を通じて
お届けしている各種回覧広報や各戸配布の広報印刷物について、４
月 10 日分から以下の表のとおり変更します。皆さまのご理解とご
協力をお願いします。なお、各自治会など地区内の回覧や広報紙な
どは、この限りではありません。

広報物のお届け内容が
変わります！

● 令和７年４月から

毎月 10 日の広報物

毎月25日の広報物

「広報よさの」のみをお届けします。
※ ５月・８月・11 月・
翌年２月は、町議会だよ
りを併せてお届けします

　「広報よさのお
知らせ版（以下、
お知らせ版）」と
役場が発行する
その他の広報印
刷物に加えて、各

種団体（小・中学校、社会福祉協議会 など）
が発行する回覧広報や各戸配布の広報印刷
物をお届けします。

問　　　総務課 ☎ 43-9010
企画財政課 ☎ 43-9015

３月 28 日（金）現在の発行予定です
10 日および 25 日が土日または祝日の場合は、直前の
平日が発行日になります

※
※

令和７年度の広報物の発行日

　「広報よさの」「お知らせ版」のほか、役場が発
行するその他の印刷物は、町ホームページ「町内
回覧物のお知らせ」からご覧いた
だけます。
　事業所やご事情により広報紙な
どが届かない場合は、総務課まで
ご相談ください。 町ホームページ

● 広報紙などに関するお知らせ

町 政  News & Information
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＃
わ
た
し
の

　
　
　

与
謝
野

【三河内曳山祭】田植え後の水面に映る屋台。町が華やぐ春の例祭が
楽しみです。

　
令
和
８
年
３
月
１
日

の
「
合
併
20
周
年
記

念
」
に
向
け
て
、
写
真

を
と
お
し
て
与
謝
野
町

の
魅
力
を
お
届
け
す

る
「
＃
わ
た
し
の
与
謝

野
」。

 

第
１
回
目
と
な
る
４

月
号
で
は
、
３
月
20
日

ま
で
に
応
募
・
投
稿
の

あ
っ
た
写
真
の
中
か

ら
、ank..1003

さ
ん

の
写
真
を
お
届
け
し
ま

す
。
令
和
８
年
３
月
号

ま
で
写
真
を
掲
載
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
応
募
・
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

町ホームページ

問　
総
務
課

☎
４
３・９
０
１
０

Vol.01

問　社会教育課 ☎ 43-9026

　
３
月
９
日
、
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ

ア
ムby KYO

C
ERA

（
亀

岡
市
）
に
お
い
て
、
京
都
サ
ン

ガF.C
.

（
以
下
、京
都
サ
ン
ガ
）

の
運
営
会
社
の
株
式
会
社
京
都

パ
ー
プ
ル
サ
ン
ガ
（
代
表
取
締

役
社
長 

飯い
い

野の

晃あ
き
ら

様
）と「
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
本
協
定
は
、
令
和
６
年
10
月

24
日
に
Ｊ
リ
ー
グ
（
日
本
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
）
か
ら
の
承

認
を
受
け
、
京
都
サ
ン
ガ
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
加
入
し
た
も

の
で
す
。
京
都
府
内
で
は
す
で

に
15
市
４
町
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

に
加
入
し
て
お
り
、
今
回
、
本

町
を
含
む
４
町
が
加
入
し
、
府

内
23
自
治
体
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

に
な
り
ま
し
た
。
協
定
書
に
署

名
し
た
山
添
町
長
は
「
子
ど
も

た
ち
と
夢
の
尊
さ
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
京
都
サ
ン
ガ
と
の

取
り
組
み
を
強
化
し
、
地
域
活

性
化
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
今
後
は
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
京
都
サ
ン
ガ
を
応
援
す
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
維
持
増
進
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
向
け
て
一
層
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

協
定
書
を
手
に
す
る
飯
野
社
長
（
左
）
と

山
添
町
長

京都サンガ F.C. のホームタウンに
なりました！

Ｊクラブの活動拠点であり、その地
域と一体となったクラブづくりを行
いながらサッカーの普及や振興を行
う市町村のこと。

ホームタウンとは

1996 年にＪリーグに加盟し、2007
年に現チーム名に改名。2022 年
シーズンからＪ１リーグに復帰。常
に全力を出しきること、最後まで諦
めない強い心で戦い抜くことで、 応
援いただいている人々と感動を共有
し、夢や希望をお
届けし、地域の誇
りとなるチームを
めざしている。
※ 京都サンガ F.C. ホーム
ページから引用

京都サンガ F.C.

京都サンガF.C.
ホームページ

（上・左）サッカーに取り組む与謝野町の
子どもたち（写真：YOSANO.FC 提供）

町 政  News & Information

【令和７年度】登録団体を募集します
与謝野町ふるさとまちづくり活動応援補助金 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　
与
謝
野
町
で
は
多
様
な
主
体

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
向
け
て
、
地
域
の
活
性

化
や
課
題
解
決
を
目
的
に
、
自

主
的
な
取
り
組
み
を
行
う
ま
ち

づ
く
り
活
動
団
体
を
資
金
面
か

ら
支
援
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
た
「
与
謝
野
町

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
活
動
支

援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
対
象
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
団
体
を
昨
年
に
引
き
続

き
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

６
月
10
日
（
火
）
ま
で

※ 

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

日
時　
５
月
21
日
（
水
）

午
後
２
時
～
４
時

会
場　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
交
流
会
で
は
こ
ん
な
話

が
聞
け
ま
す
！

● 

令
和
６
年
度
登
録
団
体
か
ら

の
活
動
報
告
（
予
定
）

● 

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
情
報
交

換
お
よ
び
交
流
会

● 

補
助
金
の
概
要
お
よ
び
申
請

の
流
れ
に
つ
い
て

申　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

５
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
、
企

画
財
政
課
へ
。　

地域づくり活動に対する寄
附を与謝野町のふるさと納
税制度を活用して募集し、
集まった寄附金をまちづく
り活動団体が行う事業などに活用します。
あらかじめ登録した団体を指定して集まっ
た寄附金は、翌年度以降の申請により、寄
附額の合計額の２分の１に相当する額を上
限に、登録団体に補助金として交付します。

制度概要

町ホームページ

【
団
体
募
集
に
向
け
て
】

登
録
団
体
と
の

ミ
ニ
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

令和６年度は、以下の 4 団
体を登録しました。
・NPO 法人

自立支援たんぽぽ
・防災ママサークル ままもりっこ
・一般社団法人 satoyama にこちゃん
・与謝野駅 100 周年委員会

令和６年度登録団体

町ホームページ

地域運営や活動のヒントを共有
令和６年度与謝野協働まちづくり交流会 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　
２
月
26
日
、
野
田
川
わ
ー
く

ぱ
る
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度

与
謝
野
協
働
ま
ち
づ
く
り
交
流

会
を
開
催
し
、
自
治
会
・
地
区

公
民
館
・
与
謝
野
町
社
会
福
祉

協
議
会
・
地
域
活
動
団
体
な
ど

か
ら
約
40
人
が
集
い
、
地
域
運

営
や
地
域
活
動
に
関
す
る
研
修

報
告
や
取
り
組
み
内
容
に
つ
い

て
、
発
表
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
本
交
流
会
で
は
、
加
悦
と
野

田
川
地
域
区
長
会
か
ら
島
根
県

雲
南
市
の
地
域
自
主
組
織
に
関

す
る
視
察
研
修
報
告
の
ほ
か
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
「
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
」
の
事
例

を
紹
介
。ま
た
、防
災
マ
マ
サ
ー

ク
ル
ま
ま
も
り
っ
こ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
自
立
支
援
た
ん
ぽ
ぽ
の
２

団
体
か
ら
は
、
団
体
紹
介
と
活

動
内
容
を
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ぜ
ひ
一
緒

に
取
り
組
み
た
い
」「
先
進
地

の
事
例
紹
介
が
参
考
に
な
っ

た
」
な
ど
と
感
想
が
聞
か
れ
、

事
業
連
携
に
向
け
た
関
係
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
た
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

防災ママサークル ままこりっこからの報告の様子

区長会の視察研修報告の様子

町 政  News News & & InformationInformation
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税目 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

町 民 税
府 民 税 普通徴収 ６/30

（月）
９/ １
（月）

10/31
（金）

２/ ２
（月） 　

固 定 資 産 税 ６/ ２
（月）

７/31
（木）

９/30
（火）

１/ ５
（月）

軽 自 動 車 税 ６/ ２
（月）

　

国民健康保険税 ６/30
（月）

７/31
（木）

９/ １
（月）

９/30
（火）

10/31
（金）

12/ １
（月）

１/ ５
（月）

２/ ２
（月）

３/ ２
（月）

３/31
（火）

令和７年度の納期をお知らせします
期限までに納付をお願いします

納付方法

納税通知書の送付日
●

●

５月中旬
６月中旬

固定資産税、軽自動車税
町民・府民税（普通徴収）、国民健康保険税（毎月送付）

町府民税・固定資産税
町府民税は 6 月に、固定資産税は 5 月に 1
年分（各４枚）の納付書をまとめて送付しま
すので、なくさないようにしてください。一
括納付の方は、４枚の納付書を使って納付を
お願いします。
国民健康保険税
口座振替以外の方は、納付書を毎月送付しま
す。一括納付の方は、一括用納付書を使って
納付をお願いします。
納期は月末です
各税目とも納期は月末ですが、その日が土日
または祝日の場合はその翌日となります。納

●

●

●

期を過ぎると督促状を送付することがありま
すので、期限までに納付をお願いします。
納期を過ぎると延滞金が課されます
納期限を過ぎてから納付した場合、納期限の
翌日から完納の日までの日数に応じて、年
8.7％の割合を乗じて計算した延滞金を課す
ことになります。
※ 納期限の翌日から 1 ヵ月を経過する日ま
での期間については年 2.4％です。ただし、
これらの割合は毎年変動します

【町民税・固定資産税・軽自動車税】
住民税務課 ☎ 43-9020

【国民健康保険税】保健課 ☎ 43-9022

●

問

人材確保や雇用の安定などをめざして
京都労働局と雇用対策協定を締結 問　産業観光課 ☎ 43-9012

　
３
月
３
日
、
岩
滝
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
与
謝
野
町
と
厚
生

労
働
省
京
都
労
働
局

（
以
下
、
労
働
局
）
は
、

本
町
の
雇
用
や
労
働
環

境
な
ど
に
か
か
る
地
域

課
題
に
つ
い
て
、
一
体

的
か
つ
総
合
的
な
雇
用

対
策
を
取
り
組
め
る
た

め
に
、「
与
謝
野
町
雇

用
対
策
協
定
（
以
下
、

協
定
）」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
締
結
式
で
は
、
労
働

局
長
の
角す

南な
み 

厳い
わ
お

さ
ん

と
山
添
町
長
が
協
定
書

水道の開閉栓手数料を改定しました

令和７年４月１日から、水道の開閉栓手数料を次のとおり
改定させていただきます。皆さまのご理解とご協力をお願
いします。

　　　　　　　＜改定前＞　　　　　＜改定後＞
【開栓手数料】500 円（税込み）　　1,320 円（税込み）
【閉栓手数料】500 円（税込み）　　廃止

問　上下水道課 ☎ 43-9031

に
署
名
。
町
長
は
「
こ

の
町
を
離
れ
て
暮
ら
す

若
者
た
ち
の
Ｕ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
た
め
、
求

め
る
職
場
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
。
働

く
こ
と
を
通
じ
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る

取
り
組
み
を
よ
り
加
速

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、

与
謝
野
町
と
労
働
局
が

緊
密
に
連
携
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
雇
用

環
境
の
改
善
、
企
業
の

人
手
不
足
解

消
、
ま
た
、

地
域
住
民
の

安
定
的
な
就

業
機
会
の
確

保
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を

推
進
し
て
い

き
ま
す
。

協定書を手にする角南さん（右）と山添町長

宮津天橋高校からベンチが寄贈されました
加悦奥川とちりめん街道のにぎわいに向けて 問　建設課 ☎ 43-9014

　
２
月
21
日
、
宮
津
天
橋
高

校
か
ら
ち
り
め
ん
街
道
水
辺

公
園
に
親
し
む
会
に
、
木
製

ベ
ン
チ
３
基
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　
製
作
に
携
わ
っ
た
高
校
生

た
ち
は
「
与
謝
野
町
の
ち
り

め
ん
と
田
ん
ぼ
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

加
悦
奥
川
周
辺
に
で
き
る
だ

け
長
く
滞
在
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
の
手

助
け
が
で
き
れ
ば
」
と
、
製

作
へ
の
思
い
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ベンチを製作した宮津天橋高校建築科（３年）の皆さん

～ 虐待を「見たとき」「聞いたとき」は通報を ～
あなたの勇気が大切な命を守ります

児童・高齢者・障害者の虐待に気づいた方には通報義務があ
ります。虐待を見たら、聞いたら「よさの虐待ほっとライン

（☎ 43-9033）」へ。
※ 休日・夜間は転送となるため、応答にお時間をいただきます

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information
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与謝野町
有線テレビ

Facebook Ｘ（旧 twitter） Youtube 番組ガイド

与謝野町公式
WEB サイト

＆
SNS ホームページ InstagramLINE

障害者相談員を紹介します
問　福祉課 ☎ 43-9021

　
与
謝
野
町
で
は
、
障
害
福
祉

の
推
進
を
目
的
と
し
て
身
近
な

地
域
で
相
談
支
援
を
担
う
障
害

者
相
談
員
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
障
害
の
身
近
な
問
題
に
つ

い
て
、
相
談
や
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
を
し
ま
す
の
で
、
次

の
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
連
絡
先
な
ど
に
つ

い
て
は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）》

・
廣ひ

ろ

野の 

仁ひ
と

志し

（
身
体
）

・
江え

原ば
ら 

令れ
い

子こ

（
身
体
）

・
福ふ

く
む
ら村 

保や
す

子こ

（
身
体
）

・
有あ

り

田た 

博ひ
ろ

子こ

（
知
的
）

・
千せ

ん

賀が 

和か
ず

子こ

（
精
神
）

障害者相談員の皆さん（前列左から江原さん、
千賀さん、後列左から福村さん、廣野さん、
有田さん）

わたしたちに
ご相談ください

人権啓発作品を表彰しました
令和６年度人権啓発優秀作品表彰式 問　社会教育課 ☎ 43-9026

　

２
月
22
日
、「
令
和
６
年
度
人
権

啓
発
優
秀
作
品
表
彰
式
（
主
催
：
与

謝
野
町
・
教
育
委
員
会
）」
を
、
知

遊
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
人
権
作
品
の
創
作

を
と
お
し
て
人
権
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
、
人
権
尊
重
の
啓
発
を
図
る

も
の
で
す
。

　
優
秀
作
品
審
査
会
で
は
、
小
・
中

学
校
の
「
標
語
・
人
権
俳
句
・
詩
・

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
」
と
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
標

語
」
合
計
３
２
７
の
応
募
作
品
の
中

か
ら
、合
計
49
の
優
秀
作
品
を
選
定
。

受
賞
作
品
の
内
、
最
優
秀
の
標
語
と

人
権
俳
句
、
優
秀
ポ
ス
タ
ー
は
年
間

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
、
学
校
や
公

共
施
設
な
ど
で
人
権
啓
発
を
し
て
い

ま
す
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長島教育長から表彰状を受け取る受賞者

問　住民税務課 ☎ 43-9020

思いやりや感謝の心をはぐくむ
人権の花運動 問　住民税務課 ☎ 43-9020

　

３
月
４
日
、
与
謝
野
町
・
法
務

局
・
人
権
擁
護
委
員
で
構
成
す
る
丹

後
・
中
丹
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
、
岩
滝
小
学

校
へ
人
権
の
花
運
動
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
に
同
校
の
２
年
生
41
人

が
球
根
を
植
え
付
け
、
友
だ
ち
と
協

力
し
な
が
ら
育
て
て
き
た
人
権
の
花

「
水
仙
」
は
、
雪
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
始

め
て
い
ま
し
た
。
開
花
が
楽
し
み
で

す
。
こ
の
運
動
は
児
童
が
協
力
し
花

を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
生
命
の
尊
さ
を
実

感
し
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
心
を

体
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

感謝状贈呈の様子

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

人　口
男
女

世帯数

19,331 人
9,259 人

10,052 人
8,844 戸

（－ 56）
（－ 30）
（－ 26）
（－ 15）

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

令和７年２月末現在
まちのうごき

転　入
転　出
出　生
死　亡
その他

内　

訳

25
50
4

35
0

人
人
人
人
人

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、２月 16 日から３月 15 日までの届け出および申し出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

※ 

掲
載
希
望
な
し

町内に配布している

広報誌には掲載しています

総務課／財産活用・契約室
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課／ふるさと応援促進室
　☎ 43-9015

与謝野町役場 本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課／地球温暖化対策室
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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祝
日
の
ご
み
収
集
（
４
月
）

祝
日
の
ご
み
収
集
（
４
月
）

　
４
月
29
日
（
火
）
は
、
祝
日
の
た
め

収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、男
山
・

東
町
・
藪
後
地
区
は
収
集
が
連
続
し
て

休
業
と
な
ら
な
い
よ
う
、
平
常
ど
お
り

収
集
を
行
い
ま
す
。
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
農
林
環
境
課 

☎
４
３・９
０
２
３

住
民
健
診
の
申
し
込
み

住
民
健
診
の
申
し
込
み

　
住
民
健
診
の
実
施
に
向
け
て
、
対
象

者
の
方
に
各
種
健
診
申
込
書
を
順
次
送

付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

● 

20
歳
以
上
の
女
性

● 

39
歳
以
上
の
男
性
（
与
謝
野
町
国
民

健
康
保
険
加
入
者
は
30
歳
以
上
）

※ 

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
で
与
謝

野
町
に
転
入
し
た
方
、
健
診
申
込
書
を

紛
失
し
た
方
は
、
保
健
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い

　
　
５
月
30
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

に
、
同
封
し
て
い
る
返
信
用
封
筒
に
申

込
書
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ポ
ス
ト
へ
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
健
課
、

本
庁
舎
・
野
田
川
庁
舎
住
民
税
務
課
住

民
係
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
　
保
健
課 

☎
４
３・９
０
２
２

【
与
謝
野
町
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

【
与
謝
野
町
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
事
業
】

グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
事
業
】

地
域
づ
く
り
事
業
の
募
集

地
域
づ
く
り
事
業
の
募
集

　

与
謝
野
町
で
は
、

豊
か
な
社
会
や
持
続

的
な
地
域
経
済
の
実

現
と
町
民
が
生
き
生

き
と
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、

「
与
謝
野
町
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
事
業
」
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
事
業　
地
域
づ
く
り
事
業

そ
の
他　
詳
し
く
は
企
画
財
政
課
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
申
請
希
望
の
方
は
事
前
相
談

を
４
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
、
企
画
財

政
課
（
☎
４
３・９
０
１
５
）
へ
。

令
和
令
和
７７
年
度
年
度

ひ
と
り
親
家
庭
奨
学
金
の
支
給
申
請

ひ
と
り
親
家
庭
奨
学
金
の
支
給
申
請

　
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
４
月
初

旬
に
案
内
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、

案
内
が
届
い
て
い
な
い
方
で
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
子
育
て
応
援
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者　
京
都
府
内
（
京
都
市
を

除
く
）
に
居
住
し
、
死
別
、
離
婚
、
未

婚
に
よ
り
配
偶
者
の
い
な
い
方
（
配
偶

者
が
重
度
障
害
者
を
含
む
）
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
児
童
（
20
歳
に
満
た
な
い

方
）
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
ま
た
は
母
。

● 

乳
幼
児　
● 

小
学
生　
● 

中
学
生

● 

新
高
校
１
年
生
（
専
修
学
校
の
高
等

課
程
を
含
む
）

提
出
書
類

【
す
べ
て
の
方
に
必
要
な
も
の
】

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
推
進
員
（
旧
母
子

福
祉
推
進
員
）
ま
た
は
民
生
児
童
委
員

の
証
明

【
新
高
校
１
年
生
の
児
童
が
い
る
場
合
】

在
学
証
明
書

【
配
偶
者
が
重
度
障
害
者
で
あ
る
場
合
】

児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し
、
ま
た
は

障
害
基
礎
年
金
証
書
な
ど
の
障
害
の
程

度
を
示
す
書
類
の
写
し

そ
の
他　

● 

令
和
７
年
度
か
ら
母
子
家
庭
に
加

え
、父
子
家
庭
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

● 

令
和
７
年
度
か
ら
高
校
生
（
新
１
年

生
対
象
入
学
支
度
金
を
除
く
）
は
対
象

外
と
な
り
ま
し
た
。

● 
配
偶
者
が
重
度
障
害
者
で
あ
る
場

合
、
配
偶
者
の
所
得
が
児
童
扶
養
手
当

法
に
お
け
る
所
得
制
限
額
未
満
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

　
　
　
　

５
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、

申
請
用
紙
に
証
明
書
な
ど
を
添
え
て
、
子

育
て
応
援
課
（
☎
４
３・９
０
２
４
）
へ
。

InformationInformation※ 掲載している情報は、３月 28 日（金）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

う
か
を
判
断
す
る
制
度
で
す
。
土
地
の

納
税
者
は
土
地
の
、
家
屋
の
納
税
者
は

家
屋
の
、
両
資
産
の
納
税
者
は
土
地･

家
屋
両
方
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

問　
住
民
税
務
課 

☎
４
３・９
０
２
０

「
木
と
漆
の
手
仕
事
展
」
の
開
催

「
木
と
漆
の
手
仕
事
展
」
の
開
催

　
福
知
山
市
夜
久
野
町
に
あ
る
「
や
く

の
木
と
漆
の
館
」
の
体
験
工
房
の
受
講

生
が
制
作
さ
れ
た「
手
作
り
の
喜
び
展
」

を
出
張
開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
13
日
（
日
）
～
５
月
11
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※ 

月
曜
日
休
館
、
入
場
無
料

会
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

知
遊
館

内
容　
拭
き
漆
、
螺
鈿
、
蒔ま

き

絵
、
金
継

ぎ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
や
技
法
を

使
っ
て
仕
上
げ
た
作
品
を
一
堂
に
展
示
。

　
　
知
遊
館 

☎
４
６・２
４
５
１

令
和
７
年
度
「
知
遊
館
講
座
」
の

令
和
７
年
度
「
知
遊
館
講
座
」
の

受
講
者
募
集

受
講
者
募
集

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
個
性
を
伸
ば
し
た

り
教
養
を
深
め
た
り
し
な
が
ら
互
い
に

交
流
し
、
活
力
あ
る
地
域
に
な
る
こ
と

を
目
的
に
知
遊
館
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
与
謝
野
町
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
学
の
18
歳
以
上
の
方

募
集
講
座　
己
書
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
、

知
遊
館
コ
ー
ラ
ス
、
デ
コ
巻
寿
司
、
や

さ
し
い
短
歌
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

問

【広告枠】 固
定
資
産
税
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
の

固
定
資
産
税
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
の

縦
覧
お
よ
び
閲
覧

縦
覧
お
よ
び
閲
覧

　
固
定
資
産
税
土
地
お
よ
び
家
屋
の
価

格
等
に
つ
い
て
、
縦
覧
お
よ
び
閲
覧
を

行
い
ま
す
。

期
間
・
時
間

【
縦
覧
】　
５
月
31
日
（
土
）
ま
で

※ 

土
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

【
閲
覧
】　
通
年

※ 

土
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

縦
覧
・
閲
覧
を
行
う
場
所

住
民
税
務
課
（
役
場
加
悦
庁
舎
）

必
要
な
も
の

個
人
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

な
ど
）

注
意
事
項

● 

町
内
所
有
の
資
産
が
免
税
点
未
満
で

あ
る
、
ま
た
納
税
者
で
は
な
い
場
合
は

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

● 

納
税
者
以
外
の
方
が
閲
覧
及
び
縦
覧

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
納
税
者
か
ら

の
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

《
閲
覧
と
は
》　
納
税
者
本
人
の
所
有
す

る
資
産
部
分
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

《
縦
覧
と
は
》　

自
己
の
所
有
す
る
土

地
・
家
屋
の
評
価
に
関
し
、
他
人
の
土

地
や
家
屋
の
評
価
額
等
と
比
較
す
る
こ

と
で
、
そ
の
評
価
が
適
正
で
あ
る
か
ど

ン
ジ

※ 

各
講
座
に
は
定
員
が
あ
る
ほ
か
、

受
講
料
（
教
材
費
）
が
必
要
で
す

　
　
　
　

５
月
８
日
（
木
）
～
17
日

（
土
）
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
知
遊
館

（
☎
４
６・２
４
５
１
／
日
曜
日
お
よ
び

月
曜
日
は
窓
口
休
業
の
た
め
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
）
へ
。
な
お
、
申
し
込
み

用
紙
は
知
遊
館
、
中
央
公
民
館
、
加
悦

地
域
公
民
館
に
あ

る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ

り
ま
す
。

義
援
金
の
受
け
付
け

義
援
金
の
受
け
付
け

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、「
令
和
７
年

大
船
渡
市
赤
崎
町
林
野
火
災
義
援
金
」

の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
６
月
30
日
（
月
）
ま
で

受
付
口
座

《
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
》

口
座
番
号

０
０
１
２
０・８・２
６
６
５
８
３

加
入
者
名　
日
赤
令
和
７
年
大
船
渡
市

赤
崎
町
林
野
火
災
義
援
金

※ 

通
信
欄
に
「
日
赤
Ｒ
７
赤
崎
火
災

義
援
金
」
と
明
記
を
お
願
い
ま
す

※ 

郵
便
局
窓
口
で
の
振
り
込
み
の
場

合
は
、
振
込
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

《
都
市
銀
行
（
金
融
機
関
・
口
座
番
号
）》

【
三
井
住
友
銀
行
】
す
ず
ら
ん
支
店

（
普
）
２
７
８
７
５
２
１

【
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
】
や
ま
び
こ
支
店

（
普
）
２
１
０
５
５
１
６

【
み
ず
ほ
銀
行
】
ク
ヌ
ギ
支
店

（
普
）
０
６
２
０
７
１
５

※ 

口
座
名
義
は
す
べ
て
日
本
赤
十
字

社
（
ニ
ホ
ン
セ
キ
ジ
ュ
ウ
ジ
シ
ャ
）

※ 

ご
利
用
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
、

振
込
手
数
料
が
別
途
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　
　
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部

☎
０
７
５・４
６
８・１
１
８
２　

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

《
一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
）》

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
５
月
７
日
（
水
）
ま
で

《
自
衛
官
候
補
生
》

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

※ 

詳
細
は
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

共
通
事
項

● 

各
種
情
勢
に
よ
り
試
験
日
程
な
ど
が

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

● 

募
集
種
目
や
試
験
日
程
並
び
に
自
衛

隊
の
説
明
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

町ホームページ町ホームページ

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問

問

問 申
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InformationInformation※ 掲載している情報は、３月 28 日（金）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

― 補助金をご活用ください ―
与謝野町の主要産業でもある織物業およびその関連産業の振興と発展を図るため、事業者が行う
生産基盤の整備や事業に関する前後工程などの内製化を図る取り組みに対し支援します。

補助金の名称 補助率 補助金額

織物業生産基盤支援事業
補助金

【新設・増設に取り組む場合】
２分の１以内

【京都府補助金を活用の場合】
３分の１以内

上限額（100 万円）
下限額（１万 5,000 円）

【京都府補助金活用の場合】
下限額（１万円）

【更新・改修に取り組む場合】
３分の１以内

上限額（50 万円）
下限額（1 万円）

織物業内製化支援事業
補助金

【ハード】２分の１以内
【ソフト】５分の４以内

【ハード】上限額（200 万円）
【ソフト】上限額（50 万円）

織物業生産基盤を支援する つの補助金2

☎ 43-9012 ／ FAX 46-2851
メール sangyokanko@town.yosano.lg.jp

問
・
申

産業観光課
補助金の詳細は、
町ホームページを
ご覧ください　▶

▶ 申請受付期間

▶ 補助対象期間

5月30日㊎まで

原則、令和8年 1月30日㊎まで

支援のご案内
織物業に関する

※ ２つの補助金を重複申請はできませんが、
新設および更新の２つのメニューを併用することは可能です

▶ 注意事項
・予算内での支援になりますので、申請数が多い場合は補助金の額が減額となる場合があります。・予算内での支援になりますので、申請数が多い場合は補助金の額が減額となる場合があります。
・原則、機器新設・増設および更新に取り組む経費の一部を支援します。・原則、機器新設・増設および更新に取り組む経費の一部を支援します。

職種 採用予定者数 受験資格

一般事務職 ３人程度
昭和 60 年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に定める大学、短
期大学、高等専門学校、高等学校（同程度と認められるものを含む）を
卒業の方。

保健師 ３人程度 昭和 60 年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有する方。

土木技術職 ２人程度
以下のいずれかに該当する方
　● 昭和 60 年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に定める大学、
　　短期大学、高等専門学校、高等学校（同程度と認められるものを含む）
　　において土木工学または建築工学の専門課程を修得し、卒業した方。
　● 昭和 60 年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に定める高等
　　学校（同程度と認められるものを含む）を卒業し、１級もしくは２
　　級土木施工管理技士または建築士の資格を有する方。

建築技術職 １人程度

● 職種・採用予定者数・受験資格（日本国籍を有し、各受験資格に該当する方）

第１次試験（ＳＰＩ３試験）５月９日（金）～ 21 日（水）
第１次試験（オンライン面接）５月 23 日（金）～ 28 日（水）
自宅など（ＳＰＩ３試験：ＷＥＢテスト、オンライン面接：Zoom を使用）
４月１0 日（木）～５月７日（水）
インターネット申し込み（自治体求人サイト「パブリックコネクト」）、または役場各
庁舎にある「与謝野町職員採用試験申込書」
を総務課に提出してください。郵送の場合は
５月７日（水）必着とし、封筒の表に「職員
採用試験」と朱書きしてください。なお、応
募書類は一切返却しません。
第１次試験合格者にメールでお知らせしま
す。
試験科目などの詳細は、役場各庁舎または
町ホームページにある「令和 7 年度与謝野
町職員採用試験案内（令和 7 年 10 月採用）」
をご確認ください。

● 試 験 日 時

● 試 験 会 場
● 応 募 期 間
● 応 募 要 領

● 第２次試験

● 実 施 要 項

職員採用パンフレットをはじめ、求
める人材像、職員採用動画（職員イ
ンタビュー）、採用試験情報など、
職員採用情報を「職
員採用情報ページ」
に掲載していますの
で、ぜひご覧くださ
い。 町ホームページ

総務課 ☎ 43-9010問 午前８時 30 分 ～ 午後５時 15 分
（土日および祝日を除く）

令和８年４月１日採用の職員募集については、５月上旬に行う予定です※

令和７年 10月採用

職員募集
挑
も
う
、未来へ。 阿蘇海
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祝!卒業 未来へ羽ばたく卒業生たち

　旅立ちの季節、３月――。旅立ちの季節、３月――。
　町立こども園（保育所）、小・中学校では、卒園式（退所式）・卒業証書　町立こども園（保育所）、小・中学校では、卒園式（退所式）・卒業証書
授与式が行われ、402 人の子どもたちが思い出のつまった学び舎を巣立授与式が行われ、402 人の子どもたちが思い出のつまった学び舎を巣立
ちました。ちました。
　江陽中学校では　江陽中学校では 72 人の生徒が卒業。72 人の生徒が卒業。卒卒
業生を代表して業生を代表して松松

ま つ ば らま つ ば ら

原原志志
し ゅ うし ゅ う

勇勇さんが「明日からさんが「明日から
別々の道に進むけれど、中学校で学んでき別々の道に進むけれど、中学校で学んでき
たことを糧に頑張っていきましょう」と答たことを糧に頑張っていきましょう」と答
辞を述べ、３年間ともに過ごした仲間たち辞を述べ、３年間ともに過ごした仲間たち
にエールを送るとともに、15 年間育ててにエールを送るとともに、15 年間育てて
くれた家族に感謝の気持ちを伝えました。くれた家族に感謝の気持ちを伝えました。

▼ 答辞を読み上げる松原さん

①／答辞を述べる松原さん　②／合唱する卒業生たち
③／学び舎を巣立つ卒業生　④／卒業生を見守る保護者

家
族
の
皆
さ
ん

僕
た
ち
を
育
て
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
り

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

①

④

③ ②

⑤／校長先生から卒業証書を受け取る卒業生　⑥⑦／合唱する卒業生たち
※ すべて石川小学校

はかま姿で卒業する児童たちはかま姿で卒業する児童たち
　　各小学校では、真新しい中学校の制服やスーツ、は各小学校では、真新しい中学校の制服やスーツ、は
かまを身にまとった児童たち 133 人が卒業。卒業生かまを身にまとった児童たち 133 人が卒業。卒業生
たちは校長先生から卒業証書を手渡されたのち、在校たちは校長先生から卒業証書を手渡されたのち、在校
生や家族への感謝の言葉を述べ、大きな拍手を背に学生や家族への感謝の言葉を述べ、大きな拍手を背に学
び舎を巣立ちました。び舎を巣立ちました。

⑦

⑥

⑤

▶ 

保
育
証
書
を
披
露
す
る
園
児
た
ち
（
石
川
保
育
所
）

発
行

 与
謝

野
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役
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編

集
 総

務
課
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京
都

府
与

謝
郡

与
謝

野
町

字
岩

滝
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番
地

1
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